
⿃取⼤学
eポートフォリオシステム
とりポ（仮称）の運⽤
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今なぜポートフォリオなのか？
学習・評価理論のパラダイムシフト

真正な学習とは
現実課題を解決する等、リアルな課題、現実に即した活動によって
進められる学修者による⾃律的な学修であり、必要な知識を
収集・統合し、⾃ら適切な判断を下しながら課題解決を図る⼒が
必要とされる。

1910〜1960年代全盛

真正な評価とは
学修活動のプロセスを通した継続的な学修成果物や学修履歴
データ等の記録（エビデンス）を重視し、これらを⽤いて
学修者を評価する。この際に学修のエビデンスとなるのが
ポートフォリオであり、真正な評価には必須のものとなった。
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学習理論
1980年代以降1970年代



Society 5.0時代に求められる⼈材と⼤学教育

出典：中間とりまとめと共同提⾔
−概要−2019年4⽉22⽇／採⽤と⼤学教育の未来に関する産学協議会

• 世の中の⼤変⾰期にいる中、試験で良い点をとる⼈が求められているのではなく
課題発⾒・解決⼒、未来社会の構想設計⼒等を⾝につけている⼈材育成が直近課題。

• 点数だけの評価をしていれば学⽣は点だけ取れば良いと考え、学⽣⾃⾝の可能性を狭め、
学習動機付けにも影響を及ぼす。
→⼤学教育はSociety5.0社会を⽣き抜き、発展させる⼈材育成のためにも学修者中⼼の
「真正な学修」を多く提供し、「真性な評価」を実施することが必要

Society 5.0に関連する Key word ⼀部
⼈⼯知能（AI）,  Internet Things（IoT）
データサイエンス,  ロボティクス
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Society 5.0
仮想空間と現実空間の⾼度な融合
→⼈間中⼼の社会

令和3年版科学技術・イノベーション⽩書冒頭イラストより
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以下、eポートフォリオシステムの
⼊⼒⽅法

参考画⾯
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学年データ

学⽣個⼈データ

eポートフォリオシステム画⾯moodle
（サンプル）例：医学部医学科

振り返り画⾯へ

参考 レーダーチャートの⾒⽅
h"ps://www.to"ori-u.ac.jp/6019.htm



まったく達成していない
あまり達成していない
少し達成している
まあまあ達成している
かなり達成している

1 患者や患者家族とコミュニケーションを通じて、良好な関係を築くことができる。
2 医療チームのメンバーとコミュニケーション通じて、連携を図ることができる。
3 聴覚障害者などの障害者と⼿話等でコミュニケーションをとって、円滑な診療をサポートすることができる。
4 地域フィールドの中で、地域住⺠、⾏政関係者、医療関係者らとコミュニケーションをとり、社会性を⾝につけ
良好な関係を築くことができる。

5 安全かつ有効に情報ネットワークを活⽤してコミュニケーションを取ったり、情報を収集したりできる。

具体的なコンピテンシー（能⼒）

（例）

⾃⼰評価の⼊⼒画⾯
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1. Reflecting 学修結果の分析・省察



1 患者や患者家族とコミュニケーションを通じて、良好な関係を築くことができる。
2 医療チームのメンバーとコミュニケーション通じて、連携を図ることができる。
3 聴覚障害者などの障害者と⼿話等でコミュニケーションをとって、円滑な診療をサポートすることができる。
4 地域フィールドの中で、地域住⺠、⾏政関係者、医療関係者らとコミュニケーションをとり、社会性を⾝につけ
良好な関係を築くことができる。

5 安全かつ有効に情報ネットワークを活⽤してコミュニケーションを取ったり、情報を収集したりできる。
具体的なコンピテンシー（能⼒）

（例）

⾃⼰評価 客観評価

よく学べた点の記載

できなかった点の記載

よく学べた点の成果となるリンクを選択
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2. Reflec/ng 学修結果の分析・省察



（参考資料）DP能⼒別修得度計算⽅法

各授業科⽬のDP能⼒配点表 例

例：Aさんが医療英語Ⅰ（2単位）で80点をとった場合
医療英語におけるDP2-2計算例
DP能⼒別合計スコア＝2単位×⽐率1.33（80÷60）×DP能⼒配点2 = 5.32
DP能⼒別基準スコア＝2単位×DP能⼒配点2＝4.00
DP能⼒別修得度＝5.32÷4.00＝1.33 8
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3. Self-Regulating ⾃⼰調整（新たな⽬標設定、学修⽅略設定等）


